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The present paper deals with the results of the investigation on the diatoms epiphytic 

onルlarsileawhich grew in certain paddy field in Lombok Island， Indonesia. The materials 

were collected on August 5 in 1978 by Mr. Tadashi OKU. Eighty two taxa were enumerated. 

Eight taxa among them were not yet found from Japan. 

Dominant species among them was AcllI/allthes lallceolata (RF 10.4%) and subdominant 

species was }I臼幻chiaallψhibia (RF 6.3%). 

Some remarks and notes were given especially on following ten species: .4c1l1lallth出

Iwstedtii， A. lanceolata， Bacillariaρaradoxa， Calolleis baci・1l1l1ll， C:Ylllbella 1Il1lelleri var. 

ja7.'afUCa， Frllstlllia 7.'lIlgal川 GOIllρhOllemalanceolatulIl fo・ tllrris，G. ja7.'alliclllll， Stalll・'0-

neis allce，ρs var. javanica， Synedra rlllllpells var. melleghiniana. 
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Higashiyodogawa-kll， Osaka， 588 Jatan. 

試料の採集と処理

この研究の試料は 1978年8月5日に本学の奥 正氏

が Lombok烏 (Fig.l参!照)のほぼ中央の Slanadiの

水問中に生えているデンジソウに付着したものを採集

し;持ち帰られたもので，筆者は津村法(津村 1961)で

Fig. 1. Map showing collecting place in 

Malay Archipelago. 

処理し， プレウラックスで封入した標本を 1，500倍の

光顕で撮影した写真により同定した結巣， 19属82種

を得たので主として分類学的見地より報告する。

珪藻目録

同定した taxaをアルファベット!阪にt記載すると次

の通りである。 taxonの名称の前に×印のあるものは

我が国から報告のないものであり， taxa名の後の( ) 

内の数字は相対頻度 (RF)を示す。相対頻度は無作為

に， 422個体まで数えて算出し%で:71ミした。

ilc!tnallthes exiglla (0.2%)， A. hallckiana var. 

rO山首ta(0.7%)， .4. lumgarica (2.3%)， A. hustedtii 
(4.1%)， A in.flata (2.0%)， A ill.flata var. elata (0.2%)， 

.'1. lanceolata (10.4%)， .4. lallceolata var. dubia 

(0.5%)， A pselldohllstedtii (0.7%)， Anψhora o7.lalお

var. pediclllllS (1.6%)， A perpllsilla (0.5~も)， xA. 

rllgosa (1.8%)， A sabilliana (0.7)， Bacillaria par-
adoxa (1.4%)， Caloneis bacilllllll (0.7%)， C. lilllosa 

(0.5%)， Cocconeis placelltllla var. ellgら~ρta (0.5%)， 
C. placelltllla var. li・neata(3.0%)， Cymbella affinis 

(1.1%)， C. millllta var. silesiaca (0.2%)， C. lIl11elleri 

var. javallica (0.9%)， C. turgida (0.5%)， C. tllrgidllla 
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(0.710)， C. ventricosa (1.4%)， D紗lonei.'守 ovali~、 (0.7%)，

E仰 otiaindica (0.510)， E.ρ抗、tinalis(3.4%)， Fragi-

laria construens var. venter (0.7%)， F.ρinnata 

(0.5%)， Frustlllia rholllboides (0.2%)， F. vlllgaris 

(1.1%)， Gomphonema affine (3.8%)， G. affine var. 

insigne(2.7%)， G. angllstatum (0.5%)， G. angllstatlllll 

var.ρrodllCtUIll (0.9%)， G. clevei var. javani・ω

(2.3%)， G. gracile (0.9%)， G. intricatulll var. pUlllila 

(1.0%)， x G. javanicllln (0.5%)， x G. lanceolatll川f.
tllrris (0.5%)， G. parvulum (1.2%)， G.ρa代 JUlullt

var. lagenula (0.9%)， Hantzschia amρhioxys var. 

caρitata (0.79も)， Navi・c-ula cari (05%)， N. con-

fervacea (1.4%)， x N. confervacωvar.ρeregrina 

(3.0%)， N. cincta (0.2%)， N. cryttocephala var. 

'veneta (0.5%) N. exiglla var. caρitata (3.4%)， N. 

graciloides (0.7%)， N. lIlutica (0.5%)， N. 1ILIltica 

var. illtermedia (0.2%)， N. radiosa var. tenella 

(0.5%)， N. salinarum (0.5%)， xN. viridllla var. 

rostellata (0.2%)， N. viridllla var. silevicensis 

(0.5%)， Nitzschia amphibω (6.3%)， N. allψhibia 

var. rostl刀ta(0，59も)， N. denticllla (0.2%)， N. ji"1l-

stlllum var. perρusilla (0.7%)， N. ignorata (0.2%)， 

N.ρuncta (0.2%)， Pinnlllaria microstallron (0.5%)， 

P. microstallron f. biundlllata (0.2%)， P.川 bca-

pitata (0.2%)， Rhopalodia gibba (1.4%)， R. gibba 

var. ventricosa (0.2%)， R. gibberula (1.1%)， Stallr-

olleIs anceps (0.7%)， S. allce，ρs var. javamca (0.7%) 

S. japonica (0.5%)， S. kriegeri (0.2%)， Slllか'ella

tenella (0.2%)， Synedra acus (0.9%)， S.川 aeqllalis

(1.4 %)， S. rlllllρens var. j舟白ωIIU，μμulぜli，即dωr巾.

P 町仰zωsvar. meneghin iψza (3.5%)， S. rllmρens var. 

scotia (0.2%)， X S. socia (0.2%)， S. ulna (1.1 %)， S. 

ulna var. allψhirhynchus (0.9%)， x S. lllna var. 

fonticola (0.9%). 

考察

出現した 19属を， FOGED (1976) Srilanka， SUMITA 

and WATANABE (1979)の Jakarta，Surabaya， Sin-

gaporeの報告と比較してみると， この両者に出現し

ていて Lombokに見られなかった嵐は，:lllom-

oeoneis， Cyclotella， Gyrosigllla， Melosiraの4属で

これらの属は我が国においても普通にみられる婦であ

る。また出現した 82taxaのなかで， 1) AnψIlOra 

rllgosa， 2) CYlllbella lIl11elleri var. javanica， 3) 
GOInρhonema javanica， 4) GOIIψhonellla lanceo・

latulII f. tlll・p・is，5) Navicula cω:伽市山'ravar.ρer-

egrina， 6) Nitzschia a17lphibia var. rostrata， 7) 

Synedra socia， 8) Synedra ulna var. fOlllicolaの

8 taxaは我が国からは報告が無し、種類で，それらのな

かの 1，2， 3， 4， 8の5租は HUSTEDT(1937-1939)が

Java， Sumatra， Baliから， 1，3，4，5は FOGED(1971) 

/J~ Thailand カミら， 5と7は P A TRICK & REIMER 

(1966)が北米の東南部から， 6は HUSTEDT(1959)が

Burgenlandから， 3はSCHOEMAN(1973)が Lesotho

からそれぞれの産出を報告している。これらの 8taxa 

は我が国ではみられなし、がかなり広く分布しているも

のと恩われる。

Lombok i::;は|有 *I~*心 9 度に位置し熱情内にある。筆

者が検出した 82taxaのなかで HUSTEDTが熱併性

としている種は儲かに CYlllbella1Iluelleri var. jaト

anica， Cymbella turgidllla， Navicllla graciloides， 

Nitzschia ignolωaの4種類である。このなかでc.

mulleri var. javanicaは前述したように我が国から

の報告はないが，他の 3種については我が国の本州地

域からの報告もあり，そのなかで C.turgidulaと N.

伊wrataの2種については岩城 (1961，1967， 1968)， 

平野・岩城 (1970)がしばしば北海道から報告をして

いる。このことからこれらの 3種は熱帯性一温徽性と

すべきだと忠弘

次に Lombokの試料 (Jtr集)の優占種は，Aclulall-

thes lanceolata (RF， 10.4%)で亜優占種は Nitzschia

alllphibia (RF， 6.3%)である。優占度の高い種績と

してはこれら 2種のほかに Gomphonemaaffine (RF， 

3.8%)とSylledrarUIIlρells var. meneghinialla (RF， 

3.5%)を加えた4種類である。これら 4種をもってこ

の群集の代表種とする。

問題穂の同定経緯

種の同定は主として， HUSTEDT (1930， 1937-1939)， 

P A TRICK & REIMER (1966， 1975)によった。同定に

際して問題となった 10種について検討すると次の通

りである。

(1) "4ch仰 ntheshustedtii (KRASSKE) REIN. var. 

hllstedtii (Figs. 7， 8) 

本径は1校長 12-16/'m，彼幅 5-7μm，条線は 101'mに

つき中央部で 16-19，末端部で約 20を数え PATRICK

& REIMER (1966)の記}肢と一致するが無縦務殺の擬

縦務がせまく，般の全形が惰円形で‘なく一端が他端よ

りもせまく卵形に近いものがかなり多数観察された。

(2) AcllIlallt!;凶 lanceolata (BREB.) GRUN. var. 

lanceolata (Figs. 1-6) 

筆者は無作為に本絹の 118個体を観察しその結果を

外形によりまとめると次の 4型となった。即ち

第1型 (Figs.1，2)最も普通の形のもので 75個体
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を数え最も多かった。殺長 14-291'm，殻幅 6-8/!m，

条線は 101'mにつき 11のものが辰も多い。縦繕伎の

中心減はほぼ四角形でT両j側の短い条線は各々 3本のも

のが多い。

第2型 (Fig.3)やや菱IfJに近い形のもので 17(同体

存在した。波長 17-2011m，殻幅 61'm，条線は 10flm

につき 13のものが多く，中心域はほぼ四角形で両側の

l.'!iい条線は各402本のものが多い。

第3型 (Fig.4) 13個体，殻長21-24μm，殻悩6-7

llffi，条線は 10μmにつき 13のもが多く，全形は .. 4. 

lanι:eolata var. duhiaに煩似するも綾端は僅かに突

IUすること， var. duhiaでは線長が8-16μm，殺幅は

3.6-5μmであることから区別した。

第4型(Fig.5) 13個体，殻長14-16μm，妓幅5-6μm

条線は 10μmにつき 13-14のものが多く，全形精円

形に近く A.lallceolata var. olllis~叫に瀕似するも，

var. olllissaでは殻は幅の広い縞円形であること，縦

併殺では条線が多く (15-18)且つ中心域がダイヤモン

ド形であることから区別できる。

なお Fig.6に示したような後端の1111ったものが第

1砲で 10休と第3型で5体あわせて 15体が観察され

た。殺端がII!Iる以外には正常のものと差異は認められ

なかったので・単なる崎形とみた。

本種はこのように変異に富み且つ殻端の曲ったもの

が観察された。 このような事実は既に 1976年4月11

日に淀川水系の禅定寺(造力 1977)から採集した試料

の観察でもほぼ同様の結果を得ている。本種を 1径と

するか数績に~l立させるか，他に新に変衝を設定する

かは検討すべきことだと忠弘

(3) Bacillaria paradoxa (GMELIN) GRUN. (Figs. 

17， 18) 

観察した燃本では，波長35-40μm，般悩4.5ρm，条

線は 101'mにつき 25-26，青龍量f竹J'仁γ.'点g

長以外は HUSTEDT(ο19田30め)の百記己載と一致する。 本符{

の1波長については， OHNO and FUKUSHIMA (1971) 

の Cambodia産の 45-68μm，WATANABE (1977)の

神崎川産の 60-150!'m，志ti!・政 (1978)の富山県の河

川の 6011mは佼長の短い報告である。これらに比較し

でも相当に魁かい。観察した傑本はすべて 35-40μm

の範囲である。

(4) Calolle必bacillulII(GRUN.) MERESCK (Fig. 13) 

観察したものはすべて条線が 10μmにつき 19で，

CLEVE-EuLER (1955) の示す 21-25，PATRICK & 

REIMER (1966)の示す24-30よりも少ないのが目立

つ。中軸域は中央に向かつてしだいに!ム・くなってい

る。なお本種と中i納城のひろがりだけが異なるc.

bacillarisを本種に合めるという FOGED(1976)の意

見にヰを傾けたい。

(5) CYlllbella lIl11elleri HUST. var. javallica HUST. 

(Fig. 14) 

本簡の観察の結果は，殻長44-51μm，殻傾 13-16μm

条線は1Of1mに背側腹側ともに6で、あった。 HUSTEDT

(1937-1939)は背側の条線数を10ρmに5-6，P A TRICK 

& REIMER (1975)は同じ背側の条線数を 10f1mに

10-11としている。 筆者は前者によった。 Cymbella

IIlllelleriとc.川uellerivar. javallicaはともに，

1938年に HUSTEDTが記載したものであるが，

P A TRICK & REIMER (1975)はともにC. lIluelleri 

としている。筆者は条線数の一致に基づき HUSTEDT

により同定したので同氏による学名を用いた。

(め Frustllliavulgaris (THW AITES) DE TONI var. 

1'ulgaris (Fig. 15) 

本絹の標本は{波長45-47μm，伎l隔9μmで幾分小形

である。殺の両側が波状をなすものが観察された。

(7) GOIIψhOllellla lallceolatlllll EHR. f. tllrris (EHR.) 

MA YER (Figs. 19， 20) 

観察した標本は，悦棒状の伎はややまるみを借び頭

端には小さな突起がある。殺長は 32-47μm，殻幅は

11 1'mで条線の数は 10μmにつき 10を数え，中央部

では殆ど平行で 1 個の遊離.'.'.~が存在する。 HUSTEDT

(1937-1939) の凶とほぼ一致する。 PATRICK & 

REIMER (1975)によればこの taxonの種名は， G. 

affille KUTZ.とすべきものと思われるが同定のより

どころとした HUSTEDTに従った。

(8) GOlllplwllellla javalliclllII HUST. (Fig. 9) 

本極は造力 (1979)が GOIIψIWllelllaψ.として発表

したものであるが HUSTEDT(1937-1939) p.435， pl. 

27， figs. 2-5の記載と全く一致する。殻長22μm，殻

幅41'm，条線は 10μmにつき 13で放射状， 中心域

は四角状でやや広く 1個の遊離点が存在し，遊離点の

反対側の条線は短い。本種は 1938年に HUSTEDTが

Java， Sumatra産のもので新種としたものである。

FOGED (1971)は Thailandから報告している。我が

国からの報告のないことは前述した通りである。。)Stallrolleis allcψs EHR. var. ja'l'allica HUST. 

(Fig. 16) 

本館も造力 (1979)IJ~ StallJ"Oneis allce.戸 var.とし

て発炎したものである。 Lombokの傑本の観察では

殻長47pm，殻隔 10pm，条線は 10μmにつき 20-25

を数え，中央部では平行に近く，殺端では放射状であ
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る。殺は披針状でドhi端は突LL¥し，拠出・はせまく中11[111城

は中央部で急にひろがる。 HUSTEDT(1937-1939)の

記載で・は条線が 10μmにつき 27となっており，小林・

安藤 (1978)の記，1主では殻長が 54-77μm，殺l隔11.5-

13 1'm，設端は始ど突出せずとなっている。 このよう

に両記載と一致しない点も僅かに存するが基本的には

一致するものと考え本徳と同定する。

(10) Synedra rulllρens KUTZ. var.川 cneghiniana 

GRUN. (Figs. 10-12) 

Figs. 10-12に示したように伎のほぼ，+，うたで少しく

山るものが正常の形のものにまじってかなり多数観察

された。殻長は 25-37μm，殺l隔は 3-4μm，条線は 10

μmにつき 14で太く王子行である。 11:'心J或は111両よりも

長く殺端は創uまり僅かに鎖状となる。伎の中央は少し

くふくれる等 S.rtllllρ削 svar. IIIcnl'ghinianaの)fj

質をそなえているので本支傾と|司定した。
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Figs. 1-6. 11chnanthe:、lanccolata. Figs. 7， 8. Achnanthes hustedtii. 

Fig. 9. Go/Jtρhonellla javanica. Figs. 10-12. ::3ynedra nt/Jlρens var. meneghilliana. 

Fig. 13. Caloneis bacillll川. Fig. 14. Cy川 hellamuelleri var. javanica. 

Fig. 15. Frustulia vlIlgaris. Fig. 16. Stauroneis anceρs var. javanica. 

Figs. 17， 18. BCll・illariataradoxa. Figs. 19， 20. GO/Jlρl/Ollema lanceolatum f. tUlris. 
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